
 

 

令和６年５月９日 

 
米子公共職業安定所における個人情報漏えいの発生について 

 

 鳥取労働局（局長 平川 雅浩）は、米子公共職業安定所（所長 田中 裕一）において発生し

た個人情報の誤交付による漏えいについて、下記のとおり当該事実を確認の上、必要な措置を講じ

ましたので、概要をお知らせします。 

 

１ 概要 

米子公共職業安定所（以下「米子所」という。）において、紹介先の事業所Ｄからの申し出で、

職員Ａが誤って求職者Ｂさんの氏名・求職番号が印字された紹介状を求職者Ｃさんに交付した

ことが判明したもの。 

 

２ 事実経過 

（１）令和６年４月 22 日 11 時 20 分頃、職員Ａは、紹介のため求職者Ｂさんの名前を事業所Ｄに

電話で伝えた。その際、職員Ａは削除したつもりだった求職者Ｃの管理情報が残ったまま、求

職者Ｂの管理情報を表示し、相談後求職者Ｃさんの記録と気づかないまま紹介状を作成、さら

に手交時に求職者Ｂに対し書類が本人のものである確認を取らないまま、交付するに至った。 

（２）令和６年４月 22 日 13 時 30 分頃、事業所Ｄから、電話で紹介を受けた求職者Ｂさんの名前

と、求人者マイページ※に記録されている名前（求職者Ｃ）が違うとの連絡があったことから

紹介状の誤交付が判明し、個人情報の漏えいの事実を把握した。 

（３）速やかに紹介記録を確認し、誤った求職者 C への紹介記録を抹消したうえで、求職者 B へ

の紹介記録を入力し、求人者マイページに記録されていた求職者 C の名前の削除と求職者 B

の名前があることを事業所 D に確認した。 

（４）同日、米子所管理者は、求職者Ｃさんと事業所Ｄに電話し個人情報の漏えいについて謝罪す

るとともに、求職者Ｂに対面で謝罪し、求職者Ｃさんの名前で印字された紹介状等の書類の回

収を行った。     

※求人者マイページ：求人者がハローワークから紹介された求職者の情報（紹介状

など）の確認、メッセージの作成・確認、選考結果のハローワークや求職者への

連絡（登録）ができる機能を有する。 

 

３ 発生原因 

職業紹介時の基本動作と個人情報を手交する際の手順を怠ったこと。 

 

４ 再発防止策 

（１）米子所において、令和６年４月 22 日、緊急の幹部会議を開き、所長から幹部職員を通じて

全職員に対して、本事案の概要を説明し、改めて個人情報保護について徹底するよう指導した。 

また、基本動作の徹底のため「個人情報漏洩防止のためのチェックリスト」を各課部門ごと



- 2 - 

 

に作成し、全ての窓口担当職員が来所者対応時に各課部門に応じた基本動作のチェックを行う

こととし、米子所全職員に対し管理者による緊急個人情報保護研修を実施する。 

（２）鳥取労働局において、同年５月８日、労働局長から全所属長に対して、本事案の概要を伝え、

個人情報の適切な取扱いを徹底するよう指示した。 

   また、同年４月 25 日、職業安定課長から全安定所長に対して、個人情報の保護に関する注

意喚起を行うよう指示した。これを受けて、各安定所では、所長から全職員に対して、メール

及び各部門ミーティングによって、個人情報の適切な取扱いに関する注意喚起を行った。 

 

 

 

 【担当】 

鳥取労働局職業安定部職業安定課 

課   長          福田  豊 

地方職業安定監察官  中島 聖吾 

（電話）  ０８５７（２９）１７０７ 


